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1
>

「
スl
ラ
の
生
涯
」
（
F
S
B
E
o

出
g
Z
3
0
5
8

）
は
、
ア
ン
リ
・
ペ
リ
ュ
シ
ョ
に
よ
る
「
k
F
2
2
ロ
2

岳
乙
シ
リ
ー
ズ
の
七
作
自
に
当
る
。
既
に
「
ゴ

Q
d
 

ッ
ホ
の
生
涯
）
「
今
野
一
雄
、
森
有
正
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
）
、
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
生
涯
」
（
矢
内
原
伊
作
訳
、
み
す
ず
書
房
）
、
「
ゴ

l

ガ
ン
の
生
涯
」
（
窪
田
般
粥

訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
）
が
我
国
で
も
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。
著
者
ペ
リ
ュ
シ
ョ
は
一
九
一
七
年
モ
ン
ソ

l

・
レ
・
ミ

1

ヌ
に
生
れ
、
一
九
四
六
年
に
小
説

「
人
間
の
教
師
」
に
よ
っ
て
世
に
出
た
作
家
で
あ
る
が
、
彼
の
「
k
F
2
2
u
g

宮
山
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
完
壁
な
文
献
資
料
調
査
に
基
く
も
の
と
し
て
、
従
来
か

ら
美
術
史
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
於
て
も
著
者
は
手
に
入
る
限
り
の
文
献
・
資
料
を
駆
使
し
て
、
そ
の
総
て
の
挿
話
を
裏
付
て
お
り
、
ス
ー

ラ
個
人
に
関
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
の
画
壇
の
動
向
を
知
る
上
で
も
、
巻
末
の
詳
細
な
年
表
（
一
八
二
一
l
一
九
六
五
）
と
共
に
、
役
立
つ
所
大
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
小
説
化
さ
れ
た
伝
記
で
は
な
い
が
、あ
く
ま
で
も
伝
記
で
あ
っ
て
、
ス
l

ラ
の
生
涯
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
報
告
書
で
あ
る
か
ら
、
著
者
は
本
書

ス
l

ラ
の
芸
術
に
関
し
て
何
ら
か
の
主
張
を
為
そ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、

な
い
。
ス
l

ラ
と
い
う
人
聞
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
何
を
考
え
、
何
を
為
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
こ
そ
本
書
の
目
的

に
於
て
、

ス
l

ラ
の
芸
術
の
美
術
史
的
評
価
・
考
察
を
行
お
う
と
い
う
の
で
も

で
あ
っ
て
、
ス
i

ラ
の
芸
術
に
関
し
て
は
、
著
者
は
そ
の
特
質
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
が
ス

l

ラ
と
言
う
時
、
新
印
象
派
、
点
描
主
義



と
い
う
、
当
時
流
行
の
光
学
、
生
理
学
に
支
え
ら
れ
た
科
学
的
絵
画
技
法
、
絵
画
運
動
を
思
い
、
あ
の
大
作
「
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ッ
ト
島
の
日
曜
日
」
を
思
い

は
す
る
が
、
ス
l

ラ
個
人
の
性
格
、
生
活
等
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
殆
ん
ど
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
点
描
主
義
H

ス
l

ラ
だ
と
考
え
が
ち
で
あ
っ

た
。
そ
の
点
で
ス
l

ラ
は
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ

l

ガ
ン
と
い
っ
た
当
時
の
反
印
象
主
義
者
達
が
、
そ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
生
涯
で
知
ら
れ
て
い
る
の
と
は
異
っ
て

い
る
。
「
（
スl
ラ
の
）
人
聞
は
作
品
の
背
後
に
隠
れ
る
。
乙
の
重
要
な
〈
通
行
者
〉
は
、
作
品
を
携
え
て
聞
か
ら
現
わ
れ
、
作
品
が
完
成
さ
れ
る
と
、
聞
は
再

(2
) 

生
活
者
聞
に
生
活
す
る
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
な
い
画
家
は
い
な
い
。
」

び
彼
を
獲
え
る
。
彼
程
の
重
要
性
と
名
声
と
を
持
ち
な
が
ら
、彼
程
人
間
と
し
て
、

と
ベ
リ
ュ
シ
ョ
は
述
べ
て
い
る
が
、
華
や
か
な
芸
術
運
動
、
理
論
の
裏
で
、
ど
こ
迄
が
スl
ラ
個
人
の
思
想
で
あ
り
仕
事
で
あ
っ
た
か
が
不
明
確
で
あ
る
と
こ

ろ
に
、
ス
l

ラ
の
芸
術
の
評
価
を
難
か
し
く
し
て
い
る
点
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
スl
ラ
の
生
涯
は
劇
的
と
は
言
い
得
ず
、
寡
黙
な
内
向
的
性
格
の
持
主
で

孤
独
を
愛
し
他
人
と
の
交
際
を
厭
う
スl
ラ
は
、
三
一
才
の
短
い
生
涯
を
創
作
に
捧
げ
尽
し
、
日
記
を
残
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
た
点
描
主
義
と
い
う
技
法

(3
) 

の
創
始
者
で
あ
り
、
芸
術
運
動
の
首
領
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
芸
術
に
つ
い
て
説
明
す
る
事
も
殆
ん
ど
無
か
っ
た
。
そ
の
為
、
ス
i

ラ
の
人
間
性
を
把
握
す

る
乙
と
は
大
変
困
難
な
仕
事
で
あ
る
が
、
本
書
に
於
て
ペ
リ
ュ
シ
ョ
は
そ
う
い
っ
た
ス1
ラ
の
性
格
を
述
べ
な
が
ら
、
彼
の
芸
術
と
人
間
性
と
を
、
彼
の
周
囲
月iQ

M
 

に
在
っ
て
、
彼
と
の
交
渉
を
持
っ
た
多
く
の
画
家
、
評
論
家
達
の
示
し
た
態
度
や
評
価
と
い
っ
た
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
画
家
の
冨
ユ

g
k
Fロ
m
B
E
・

(4
>(

5
>

の
自
己
E
O
E
g
R
S
E
巳
盟

m
5
0
・
ロ
g
g
F
盟
国
o
p
評
論
家
思
牙
宗
忠
。

P

。
g
z
s

関
与
P

文
学
者
E

己

k
p含
居
”
冨
き
円W
O
E
g
g
R
m
－
ベ
ル
ギ
ー

の
詩
人
開
自
由
目
。
〈
R
E
O
B
P
等
の
評
論
、
手
紙
、
著
作
に
綿
密
な
考
証
を
加
え
、
新
印
象
主
義
と
言
う
芸
術
運
動
の
中
で
シ
ニ
ヤ
ツ
ク
が
果
し
た
役
割
の
大

き
さ
、
ピ
サ
ロ
の
演
じ
た
滑
稽
と
も
い
え
る
役
廻
り
、
批
評
家
達
の
無
理
解
等
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
リ
ュ
シ
ョ
は
ス
l

ラ
の
芸
術
の
独
自
性
を
浮
彫
す

る
の
に
成
巧
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ス
l

ラ
の
生
涯
は
既
に
述
べ
た
如
く
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
此
処
で
一
応
、
本
書
に
従
っ
て
要
約
し
て
見
ょ
う
。

ス
l

ラ
（
の
め
。
円
m
g
－
E
2
5
r
R
a

）
は
一
八
五
九
年
十
二
月
二
日
、
公
務
員
の
三
男
と
し
て
パ
リ
に
生
れ
、
生
涯
金
銭
的
に
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
十

(
6
>

五
才
の
時
か
ら
デ
ッ
サ
ン
塾
に
通
い
、
十
八
才
で
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
l

ル
に
入
学
し
、
わ
同
固
め
司
自
己
の
色
彩
論
を
図
書
館
で
発
見
し
、
そ
の
習
得
に
没
頭

す
る
。

一
八
七
九
年
第
四
回
印
象
派
展
を
見
て
学
校
教
育
に
疑
問
を
持
ち
、
中
退
。

一
年
間
志
願
兵
と
し
て
兵
役
に
服
す
。
そ
の
間
ロ
ミ

E
m
E

仲
良
の
「
芸



ハ
7〉

術
の
内
に
科
学
性
を
導
入
せ
よ
」
と
い
う
主
張
に
共
鳴
、
一
八
八O
年
十
一
月
除
隊
後
、
U
2
0
・
国
o
z
v
o】N
－
冨
m
g
o

－
－
－
国
ロ
B
Z
2

常
官
官
ヨ
邑
0
・
0
包
g

Z
・
同8

向
日
等
、
光
学
に
関
す
る
物
理
学
の
理
論
を
徹
底
的
に
研
究
し
、
絵
画
技
術
と
し
て
確
立
す
る
為
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
色
彩
法
を
分
析
研
究
し
、
明
暗

1
Z
D
i

ハ8
〉

の
研
究
に
没
頭
す
る
。
一
八
八
四
年
スl
ラ
は
「
回
包
官
包
g

」
（
水
浴
す
る
人
）
を
サ
ロ
ン
に
出
品
す
る
が
落
選
、
直
後
に
開
催
さ
れ
た
落
選
者
の
展
覧
会
、

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
参
加
す
る
。
そ
こ
で
ス
l

ラ
は
シ
ニ
ャ
ッ
ク
に
会
う
。
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
、
ス
l

ラ
の
点
描
法
の
科
学
的
厳
密
さ
に
打
た
れ
、
科
学
的
点

措
法
を
絵
画
運
動
と
し
て
拡
め
る
為
に
狂
奔
す
る
こ
と
と
な
る
。
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
ピ
サ
ロ
を
初
め
と
し
て
多
く
の
画
家
、
評
論
家
を
説
得
す
る
。
ス

l

ラ
は
そ

の
問
、
次
の
大
作
「
u
g
g
o
z
k
p
官
。
田
富
山
島
常
－d
o
e

－ω
の
S
E
0
・
E
3
0」
（
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ヤ
ツ
ト
島
の
日
曜
日
の
午
後
）
の
制
作
に
没
頭
し
て
い
る
。

シ
ニ
ヤ
ツ
ク
の
活
動
に
よ
り
一
八
八
六
年
第
二
回
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
於
て
、
点
描
派
は
一
室
を
与
え
ら
れ
た
。
、
ス

l

ラ
の
出
品
し
た
「
の
s
a
0
・Y
3
0」

は
多
大
の
非
難
と
邦
撒
と
を
蒙
る
が
、
評
論
家
司
色
町
思
ロ
窓
口
、
ベ
ル
ギ
ー
の
詩
人
開
E
Z
S

円
E
R
g

等
の
支
持
を
も
受
け
た
。
乙
の
思
口
。
。
ロ
に
よ
っ

て
点
描
派
は
新
印
象
派
（
Z
B
H
H
B
U
B
E
E
S山
田B
0

・
以
下
〈
Z
6
0〉
と
す
る
。
）
と
名
付
け
ら
れ
る
。し
か
し
ス
l

ラ
は
、
色
点
と
色
点
と
の
調
和
の
内
に
立

Q
u
 

n
H
d
 

て
ら
れ
た
科
学
的
法
則
に
類
似
す
る
法
則
が
、
線
と
線
、
そ
の
構
成
の
内
に
も
立
て
ら
れ
な
い
か
と
自
問
し
つ
つ
、
自
ら
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
一
方
ピ
サ

(9
) 

ロ
は
嘗
て
の
印
象
派
時
代
の
仲
間
と
の
仲
が
う
ま
く
行
か
な
い
。
ド
ガ
は
「
あ
の
化
学
者
ぷ
っ
た
若
僧
達
」
と
常
に
ス
l

ラ
達
を
部
撤
す
る
。
〈2
E
2
8

と

の
関
係
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
を
中
心
と
す
る
前
衛
グ
ル
ー
プ

8
2
Z
M

同
と
の
連
繋
を
強
め
て
い
た
〈

Z
E
〉
は
、

展
に
多
く
紹
待
出
品
す
る
。
そ
こ
で
シ
ニ
ヤ
ツ
ク
は
〈
Z
E

〉
の
宣
伝
を
繰
広
げ
る
が
、

一
八
八
七
年
の
8
2
Z
M

凶

ス
l

ラ
は
彼
の
「
の
B
E
0
・
H
M
5
0」
が
最
大
の
関
心
の
的
と
な
っ
た

に
も
拘
ら
ず
洗
黙
し
て
い
る
。
ピ
サ
ロ
は
「
ス
l

ラ
の
用
心
深
き
は
本
当
に
人
を
迷
わ
せ
る
。
ま
る
で
彼
の
絵
に
は
芸
術
的
感
性
の
他
に
何
か
秘
密
が
あ
る
み

（
叩
）

た
い
だ
」
と
甥
の

r
E
g
E
Z
2
5

に
書
送
っ
て
い
る
。
思
口
。
。
ロ
の
紹
介
で
のEュ
g

国
g
q

の
、
線
の
生
理
的
効
果
に
関
す
る
理
論
2
E
S
含
の
巴
。
ロ

ル
ロ
忠
臣

S
E
E
S
P
－o
Z

広
告
と
を
読
ん
で
、
ス
i

ラ
は
自
分
の
探
求
の
指
針
と
し
て
重
大
な
意
義
を
そ
こ
に
認
め
た
。
一
八
八
七
年
第
三
回
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
展
に
ス
l

ラ
は
司
2
2
8

」
（
ポ
ー
ズ
す
る
女
）
を
出
品
、
思
口
。
。
ロ
は
こ
れ
を
絶
賛
す
る
。
〈

Z
B
〉
批
判
の
先
頭
に
立
つ
出
品
師
自gm

も
ス
l

ラ
の

作
品
だ
け
は
認
め
る
。
此
頃
か
ら
スl
ラ
の
細
い
色
点
に
対
し
、
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
よ
り
大
き
な
点
に
よ
っ
て
色
の
輝
き
を
生
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
な
ど
、

〈z
b
o〉
の
運
動
は
徐
々
に
ス
l

ラ
個
人
の
技
法
か
ら
離
れ
て
行
く
。
ピ
サ
ロ
は
制
作
に
長
時
間
を
要
す
る
点
描
法
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
「
私
は
働
き
づ
め
で
す



し
か
も
長
い
間
！
私
が
一
枚
の
油
絵
を
完
成
す
る
の
に
嘗
て
の
三
倍
か
ら
四
倍
も
の
時
聞
が
か
か
る
と
言
っ
て
も
、
あ
な
た
は
信
じ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

(
U
) 

m
u
z
g
E
F邑
宛
）
。
一
八
八
八
年
第
四
回
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
出
品
さ
れ
た
ス
l

ラ
の
「
E
B

常
」
（
道
化
）
は
大
変
な
不
評
で
あ
っ
た
。
宗
忠
g

も

の
g
g
s

同
島
ロ
も
低
い
評
価
し
か
与
え
な
い
。
ス
l

ラ
は
唯
黙
っ
て
い
る
。
ピ
サ
ロ
は

k
r
z
B
o
k
a
g
品
目
の
評
論
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
じ
た
ス
l

ラ

と
の
感
情
的
対
立
か
ら
、
点
描
を
捨
て
〈Z
E

〉
か
ら
離
れ
て
行
く
。
此
頃
か
ら
スl
ラ
は
冨
包

o
E
S

関
口
。E
S
F

と
い
う
肉
感
的
な
女
性
と
同
棲
す
る
。

一
八
九
O
年
に
か
け
て
描
い
た
「
思
自
B
0
8
3

ロ
骨
g

己
（
化
粧
す
る
女
）
の
モ
デ
ル
は
彼
女
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
の8
2

－o
M
M

展
に
於
て
、
ゴ
l

ガ

ン
は
開
E
S
F
B
R

仏
の
分
割
主
義
（
の
室8
5
2
B
O
）
を
発
展
さ
せ
た
総
合
主
義
（
回
当
吾
宮
吉
田
O

〉
を
確
立
せ
ん
と
、
大
量
の
作
品
を
送
込
み
、
点
描
派
を

一
八
九O
年
第
六
回
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
、
スl
ラ
は
わ
冨
ユ
g

国
g

弓
の
理
論
を
基
と
し
て
、
彼
独
自
の
構
成
の

探
求
を
続
け
、
「F
B
B
0
8
3
E
B

白
色
、
「z
n
E
E

件
」
（
奇
妙
な
踊
り
）
等
を
出
品
す
る
が
、
批
評
家
も
画
家
も
誰
も
彼
を
理
解
し
な
い
。
宗
忠

S

も

攻
撃
す
る
。
一
八
八
九
年
第
五
回
、

枕
黙
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
人
々
の
関
心
は
スi
ラ
を
離
れ
ゴ
ッ
ホ
へ
移
っ
て
行
く
。
「
国OB
E
B

仏
・
K
F臣
官
民a
d
E

」
誌
が
〈
Z
S

〉
の
特
集
を
す
る
が
、
点
描
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の
創
始
者
と
し
て
ス
l

ラ
を
充
分
評
価
し
な
か
っ
た
た
め
、
ス
1

ラ
は
宗
忠

O
ロ
に
抗
議
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
スl
ラ
の
作
品
は
徐
々
に
抽
象
的
な
傾
向

が
強
く
な
り
、
装
飾
的
に
な
っ
て
行
く
。
一
八
九
一
年
二
月
8
2
Z

凶
凶
展
に
「
Q
2
5
」
（
曲
馬
）
を
送
る
が
不
評
、
同
年
三
月
二
九
日
、
極
度
の
疲
労
と

（
ロ
〉

感
冒
か
ら
、
脳
溢
血
を
起
し
死
亡
、
三
十
一
才
。

乙
の
短
い
要
約
か
ら
も
推
測
出
来
る
よ
う
に
、
ス
l

ラ
は
芸
術
運
動
と
し
て
の
活
動
は
殆
ん
ど
行
わ
ず
に
、
自
分
だ
け
の
様
式
の
科
学
的
、
体
系
的
な
探
求

に
の
み
没
頭
し
て
い
た
訳
で
あ
る
。
我
々
は
ス
l

ラ
の
作
品
が
踊
り
や
サ
ー
カ
ス
を
扱
っ
て
い
る
時
も
奇
妙
に
静
止
し
、
そ
こ
で
は
独
特
な
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ

ン
を
併
っ
た
様
式
化
に
よ
る
フ
ォ
ル
ム
の
探
求
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
他
の
点
描
主
義
者
に
は
見
る
事
が
出
来
な
い
乙
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
ペ
リ
ュ
シ

ョ
は
、
理
知
的
な
彼
の
手
法
は
全
く
スl
ラ
個
人
の
為
の
手
法
で
あ
っ
て
、
スl
ラ
の
心
の
内
な
る
詩
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
繰
返
し
述
べ
て
い
る
。
「
スi

ラ
は
〈
私
の
方
法
〉
と
言
う
。
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
乙
の
方
法
は
、
い
わ
ば
有
機
的
に
彼
自
身
に
属
し
て
い
る
故
に
、
ま
た
彼
の
存
在
の
内
部
か
ら
生
ず
る

も
の
で
あ
る
故
に
l

中
略
l

彼
自
身
の
方
法
で
あ
る
。
ピ
サ
ロ
は
乙
の
方
法
を
借
り
な
が
ら
も
、
ど
う
し
て
も
表
面
的
に
し
か
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
ピ
サ
ロ

は
言
葉
に
よ
っ
て
、
ま
た
乙
の
新
印
象
主
義
の
科
学
的
厳
密
さ
が
、
第
一
に
スl
ラ
の
厳
密
き
で
あ
り
、
彼
個
人
の
内
な
る
歌
で
あ
る
乙
と
を
理
解
す
る
乙
と



ハ
刊
日
）

な
し
に
科
学
を
信
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
欺
か
れ
て
い
る
。
」

本
書
は
伝
記
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
スl
ラ
の
様
式
探
求
が
全
く
彼
個
人
の
内
で
、
運
動
の
大
勢
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
、

ス
l

ラ
芸
術
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
に
成
巧
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
従
が
っ
て
新
印
象
主
義
H

ス
l

ラ
と
い
う
誤
て
る
観
点
か
ら
で
は
な
く

新
た
な
、
ス
l

ラ
の
芸
術
の
美
術
史
的
評
価
、
位
置
付
け
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が
我
々
に
残
さ
れ
た
仕
事
で
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
我
々
が
現
代
的
な
眼
で
今
ス
l

ラ
を
見
て
、
ス
l

ラ
の
作
品
が
次
の
時
代
に
対
し
て
持
つ
意
義
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
点
を
考
察
し
よ
う
。

(U
) 

川
ス
l

ラ
が
額
縁
に
画
面
と
調
和
す
る
色
点
を
置
き
、
額
縁
と
画
面
と
を
一
体
化
し
た
こ
と
。
聞
の
宮
ユ
g

国
g

弓
の
理
論
を
突
詰
め
て
行
く
聞
に
、
画
面
か

（
日
）

ら
奥
行
き
を
排
除
し
、
装
飾
効
果
を
高
め
よ
う
と
し
た
こ
と
。
同
一
八
九O
年
夏
に
、
海
岸
風
景
を
扱
い
な
が
ら
、
か
な
り
抽
象
的
な
作
品
を
創
っ
て
い
る
こ

（
時
〉

と
。
乙
の
三
つ
は
、
夫
々
別
々
の
問
題
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
終
局
的
に
は
、

一
つ
の
態
度
の
三
様
の
現
れ
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
タ
プ
ロ
ー
を
そ
の
ま
ま
一
つ

の
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
見
る
態
度
で
あ
っ
て
、
二
十
世
紀
の
絵
画
の
根
底
に
は
常
に
こ
の
態
度
が
あ
る
と
言
え
る
。
少
し
説
明
を
加
え
る
と
、
タ
プ
ロ
ー
を
そ
の

て
作
者
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
次
元
の
面
の
上
に
、
巧
み
に
三
次
元
空
間
を
表
現
し
て
も
、
タ
プ
ロ
i

の
〈
物
〉
と
し
て
の
二
次
元
の
表
面
が
意
識
-100ー

ま
ま
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
見
る
と
、
タ
ブ
ロ
ー
は
そ
の
上
に
遠
近
法
に
よ
っ
て
三
次
元
空
間
を
表
現
す
べ
き
場
と
い
う
よ
り
も
、
先
ず
平
い
四
角
い
〈
物
〉
と
し

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
物
の
表
面
は
そ
の
上
に
三
次
元
空
間
を
表
現
す
る
よ
り
も
、

そ
の
表
面
性
を
強
調
す
る
方
が

観
者
に
訴
え
る
力
は
強
く
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
二
次
元
性
が
強
調
さ
れ
た
平
面
上
に
、
量
を
持
つ
三
次
元
的
な
形
、
立
体
を
定
着
さ
せ
る
為
に
は
、
そ
の
立
体
を
押
潰
す
デ
フ
ォ
ル
マ

シ
オ
ン
が
必
要
と
な
る
し
、
遠
近
法
か
ら
開
放
さ
れ
た
線
や
面
は
、
独
自
の
絵
画
的
要
素
と
し
て
、
自
然
形
態
か
ら
離
れ
た
抽
象
へ
も
進
み
得
る
訳
で
あ
る
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
は
表
現
さ
れ
た
三
次
元
空
間
と
、
外
部
空
間
と
を
厳
し
く
遮
断
し
て
い
た
額
縁
は
、
物
と
し
て
の
タ
ブ
ロ
i

の
一
部
と
な
る
か
、
外
部
空
間

と
の
緩
衝
帯
に
変
る
訳
で
あ
る
。
ス
l

ラ
が
、
果
し
て
タ
ブ
ロ
l

を
オ
ブ
ジ
ェ
と
考
え
た
か
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
を
持
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

彼
の
装
飾
的
な
効
果
を
求
め
る
傾
向
と
、
n
g
ュ
g

国
g
q

の
、
線
の
生
理
的
、
心
理
的
効
果
の
理
論
を
、
彼
の
技
法
の
根
底
に
置
い
た
事
実
は
、
ス
i

ラ
の

技
法
が
、
他
の
新
印
象
派
の
画
家
達
と
は
違
っ
た
目
的
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
旬
。
宮
間0
4
3
5
が
言
う
よ
う
に
「
ス
l

ラ
の
拓
い
た
路
に
、

ブ
ラ
ッ
ク
や
ピ
カ
ソ
が
続
く
」
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
一
概
に
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
スl
ラ
の
目
が
、
二
十
世
紀
前
半
の
様
式
的
探
求
、
フ
ォ
l



ヴ
ゃ
、
キ
ュ
ー
ブ
に
先
行
し
て
い
る
乙
と
、
そ
の
前
触
れ
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
挙
げ
た
三
つ
の
事
か
ら
も
言
え
る
と
思
う
。
ま

た
ス
l

ラ
は
、

一
つ
の
大
作
を
完
成
す
る
前
に
、
か
な
り
の
完
成
度
を
持
っ
た
習
作
を
実
に
数
多
く
作
る
。
そ
の
習
作
に
於
て
、
ス

l

ラ
は
対
象
を
描
写
す
る

と
い
う
よ
り
、
彼
一
流
の
様
式
化
に
対
象
を
従
わ
せ
る
の
で
、
対
象
は
単
純
な
フ
ォ
ル
ム
に
還
元
さ
れ
る
。
そ
し
て
乙
の
様
式
化
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
を
要
素
と

ハ
ロ
）

し
て
、
ス
1

ラ
は
大
画
面
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
作
過
程
は
、
自
然
の
瞬
間
の
姿
と
輝
き
を
捉
え
よ
う
と
す
る
印
象
主
義
者
達
の
、
ま
さ
に

対
極
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
スl
ラ
の
こ
の
態
度
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴl
ガ
ン
の
作
画
態
度
に
略
等
し
く
、
そ
れ
は
ま
た
二
十
世
紀
の
作
画
態
度
で
あ
る
訳

で
あ
る
。

以
上
ス
1

ラ
の
芸
術
の
性
格
に
つ
い
て
、
少
々
述
べ
て
見
た
が
、
ス
1

ラ
の
芸
術
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
l

ガ
ン
と
共
に
反
印
象
主
義
と
し
て
二
十
世
紀
の
様

式
探
求
に
先
行
す
る
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
今
キ
ュ
l

ピ
ス
ム
の
先
行
者
と
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
み
強
調
さ
れ
、
ス
l

ラ
は
言
及
さ
れ
る
乙
と
も

少
な
く
、
新
印
象
主
義
と
い
う
芸
術
運
動
の
内
に
埋
没
し
て
い
る
観
が
あ
る
が
、
本
書
に
於
て
、
ス

l

ラ
の
新
印
象
派
内
の
独
自
な
立
場
が
指
摘
さ
れ
た
乙
と

は
、
意
義
あ
る
乙
と
と
思
わ
れ
る
。
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註
－

「
〉
込
町
神
口
町
由
民
ロ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

Z
5
0
r

〈
自
の

o
m
r
E
m
p
Z
5
0
r
n
b
g
B
o
s
s－
E
5
0
r

叶
。
己
。5
0
・F
2
5
0
E
g

・
A『ω
5
0

骨
冨

8
2

s
g
・
F
m
〈
ぽ
向
日
ぬ
のE
雪
山
口H
ゅ
。r
F
m
w〈
問
。
営
問
g
o

町

Z
E
・
F
m
5
0
r
F
R
a
g
g

・
な
お
E

〈
目
。
含
問
。
岳
ロ
が
次
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

本
害
序
文
。

ス
l

ラ
は
一
八
九O
年
八
月
二
八
日
、
冨
2

巴
－
。
而
回

に
全
訳
文
が
載
つ
て
い
る
。
新
印
象
主
義
の
理
論
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

4
5
F
5
8

ロ
社
、
5
5

日
ニ
o
F

．
2

シ
リ
ー
ズ
中
に
思
己

ω
山m
g
守

l
u

．

E
m
宮
o
p

－R
S

宵
E

忠
0
・5
3

凹
曲
目
。
ロ
巳
曲
目
。
c
o
o
s－
京
忌
8
1

〉
Z
o
s
r

－
－
－
B
U
R
g
Zロ
ロ
町
田
自
O

（
店
。
。
）
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

富
山o
v
o－
－
開a
b
s
n
Z
4
B己
は
化
学
者
で
当
時
ゴ
ブ
ラ
ン
織
の
研
究
所
に
い
た
。
乙
の
色
彩
論
の
名
は
ロoz
－o
町
内
古g
E
E

己
何
回
目
自
己
窓
口
和
円
四

2
8

己
2
3
0

同
含

E
g
o
a
B
g
H
円
凶
作
目
o
v
w
a
g－2
b
p
i－
－
－
と
い
う
非
常
に
長
い
も
の
。

F
．

k
r
a
誌
掲
載
F
g
M
M
r
b
ロ
O
B

宮
g

向
日oV

〈
E
o
ロ
一
八
八
O
年
二
月
及
び
三
月
。

国
O
B
R

仏
ロ
2
2
m
－
は
ス
1

ラ
を
三
つ
の
時
代
に
分
け
て
い
る
。
ー
デ
ッ
サ
ン
時
代
G
g
o
t
H
S
3
E
自
然
に
対
す
る
研
究
時
代
。
∞
∞ω
t
H
g
6
E
構
成
の
時
代

2 3 6 7 8 



12 11 10 9 

0
8
品
、f
H
S
0・
円
。
回
目8
2
r
r
F
E
E
S

司
g
s
a
B
吋
O
目
。
同
署
・
M
M
H
t
M
g・

本
書
匂
・8
・

本
書
。
．S
－

本
書
M
M・
H
O吋
・

ス
i

ラ
は
一
八
九
O
年
二
月
冨
包
己
包
括
関
口
O
E
o
n
rと
の
聞
に
一
児
を
儲
け
た
。
名
は
の
g

括
2

・E
2
5

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
E
2
8
b
g
a
o
へ
と
の
子
は
ス
l

ラ
の
感
冒
に
感
染
し
て
二
週
間
後
に
死
亡
、
同
じ
年
に
スl
ラ
の
父
も
死
亡
、
冨
包
何
回
O
E
o
は
そ
の
後
行
先
不
明
。

本
書
P
H
S
t
H
S・

「
句
。28

」
以
後
の
作
品
。

本
書
阿
川
・
ロ
品
－

P
Z
H
t
H
S
・

本
書
匂
・
ロ
旬
、
t
H
8
・

旬
。
宮
岡5
8

ロ
「
印2
B

己
吋
r露
出
g
g

仏
国

E
m
8
0
8
3

が
完
成
大
作
と
習
作
と
比
較
検
討
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
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